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Z(N;cn ;T )-∑ ノ･｢∑cn j2"∑(ト en)｡-PE,
ここに,和は,cnに対 して可能なN.2,nについて,全ての和を取ることを意味するo
Bragg-Williams近似を用いると,





AFS/NkBT= P(∑ (1~cnト n写ICn)+γ∑cn(卜 cm)n=-C｡ -cBt=_I
+∑(cn-cn..)log(cn-cn+1),TZ,=~CO











離散変数nの代 りに連続変数 Z を用い, (13)を書き直す｡Poisson和の公式により2)
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(19)
妥-p･γO-夏log(一書豊 )
(20)を解 くために変換 f-zICtにより,動座標 Eに移る｡ (20)は















諺 - γoo霊 +写(ト ロ02,少 - 号 (1-002,(号(卜 0.2ト pIo
ここで変数をEから00-と,(23)を用いて変換する｡これにより,(24)は
i(1-002,3 ･r恒 % (11002," o
oo=0近傍の様子を調べればよいから,これを(25)に用いると













d2諦logp+ C霊 +γp -0,
こ こ に
p(f)≡一生
df
p-exp(-f(i))とおいて,(28)に用いると
憲+e-f(甘 γ)-o･
これはf-吉f十const･で 満たされるo(29)に代入すると,a(i)としては
o(i)- oleXPt一言(Z-ct))-i-掌･
(28)
(29)
(30)
(31)
しかし,この解は前述の境界条件をみたさない｡又,βが小さい時に (23)につながらない｡
従って(31)は任意のβに対して,固相の時間発展をうまく記述してはいない｡従って(20)に
戻って考える必要があるが,これは,次の課題である｡
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